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１．研究の背景

　1978年に UNESCO によって「体育・スポーツ国際
憲章」が採択され，1991年の改訂を経て，2015年に「体
育・身体活動・スポーツに関する国際憲章」として継
承された。この「体育・身体活動・スポーツに関する
国際憲章」に沿った中学校体育科教育学習指導要領を

策定した国が，本研究で対象としたカンボジア王国（以
下，カンボジア）である（Hearts of Gold，2017）。
　カンボジアの学習指導要領策定の歴史を遡ると，
2006年から2016年の約10年間，国際協力機構（Japan 
International Cooperation Agency：JICA）における
草の根技術協力事業草の根パートナー型として，小学
校保健体育科指導要領注1）と教師用指導書の作成，完
成した小学校保健体育科指導要領と教師用指導書を活
用した小学校体育授業の普及体制の構築が展開されて
きた。カンボジアにおける小学校体育授業の普及は，
一定の成果がみられながらも，「未だ全ての小学校で
年間76コマの体育授業を全学年が実施するまでに至っ
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ていない」（木村・山平，2019，p.89）との報告もみ
られる。実は，このような現状はカンボジアに限定さ
れたことではない。Hardman（2014）は，全世界の
体育授業の実施率は71%に留まっていることを明らか
にしており，体育授業が実施されない理由の１つに，
校長や教師が体育に無関心であることを指摘してい
る。つまり，体育授業における授業行動に変化がみら
れないと捉えられる。その点について，小野（2012）は，
開発途上国において教師の授業行動が変わらないこと
は，驚くべきことではないという。この教師の授業行
動が変わらない理由として，「授業は文化的な営みで
あり，何よりも教師の間で広く共有されている価値観・
信念（授業観・教師観・生徒観）に深く根ざしている」

（小野 , 2012, p.213）ことが考えられよう。
　この授業に関する価値観や信念は，日本において教
師の授業の力量形成の課題に基づいて検討されている

（木原・村上 , 2013；岩田 , 2017, p.155）。開発途上国
においても教師の力量不足について指摘されており，
その要因の１つに教員養成の課題が挙げられている

（荻巣 , 2013）。カンボジアでも同様に教員養成の課題
は先行研究で指摘されている（e.g.，安藤 , 2013；平山 , 
2014；Khlok, 2001）。カンボジアでは，教員養成の課
題改善に向けて，持続可能な開発目標（Sustainable 
Development Goals：以下，SDGs）4．1注2）や4．c注3）

の目標達成に貢献することを目指し，JICA による技
術協力事業としてカンボジアの教員養成大学設立のた
めの基盤構築プロジェクトが展開されている（JICA，
2016）。
　上述したカンボジアにおける小学校体育授業の現状
と体育授業における教師行動や教員養成の課題背景を
踏まえ，山平ら（2020）は，カンボジアの初等教員養
成校（Provincial Teacher Training College：PTTC）
の学生を対象とした体育に関する授業観注4）（以下，体
育授業観）について検討を行っている。そこでは，
PTTC の学生を対象に，PTTC 入学直後と初等教員
養成カリキュラムの一部である体育科教育法受講後に
おける体育授業観について調査した。その結果，カン
ボジア小学校保健体育科指導要領の目的・目標に関連
した授業観と学習指導に着目した授業観と２つの様態
を保持していたことが明らかとなった。
　体育授業観といった価値観については，教科の指導
法のみならず教育実習など含め横断的に検討すること
が求められている（江藤 , 2019）。また，Pajares（1992， 
p.326）によって，「教えることについての信念は，生
徒が大学に入学する頃にはできあがってしまう」と
いった報告もなされている。しかしながら，山平ら

（2020）が明らかにしたカンボジアにおける PTTC の

学生の体育授業観は，初等教員養成カリキュラムでも
体育科教育法という一定の期間でありかつ教員養成と
段階も限定されている。
　そこで，本研究では，カンボジアの学生が初等教員
養成校入学以前から教員養成段階において，どのよう
に体育授業観を形成注5）しているのか，その過程につ
いて明らかにすることを目的とした。

2．研究の方法

2. 1. 調査対象者の選定
　調査対象者は目的的サンプリングによって選定され
た。Patton（1990, p.169）は目的的サンプリングにつ
いて，「情報量豊かなケースとは，調査目的に対して
核心的な重要性を持った論点を，そこから多く引き出
せるケースをさす」と述べている。
　Doolittle et al.（1993）は質的研究を通して，教員
養成段階の学生は，被教育体験期における経験と大学
のカリキュラムに基づいて信念を形成していくこと
を明らかにしている。Matanin & Collier（2003）も，
教員養成段階の学生の信念について調査し，教員養成
段階の学生の信念は過去の経験が影響していると指摘
している。嘉数・岩田（2013）は，教育実習後に，教
員養成段階の学生から授業の実践を通して授業を想定
した体育授業観の新たな表出がみられたことを明らか
にしている。また，嘉数・江藤（2014）は，教科の指
導法に関する科目の受講前後における教員養成段階の
学生の体育授業観について調査し，結果として学生の
体育授業観は受講前後での変容注6）はみられなかった
としている。これらの先行研究から，教員養成段階の
学生を対象とした体育授業観の形成について検討する
際，第１に，教員養成段階の学生の過去の経験である
被教育体験期に基づく視点，第２に，大学の講義や教
育実習といった教員養成のカリキュラムの視点からの
検討が肝要であろう。
　第１の被教育体験期に基づく視点として，カンボジ
アでは，現在の教員養成の学生が児童の頃，カンボジ
アにおいては体育授業が軽視されていた現状であった
という（大橋・小原，2008）。したがって，被教育体
験期における体育授業について把握するために，質問
紙を介して体育授業を受けた，受けていない，覚えて
いないで回答してもらった。その上で目的的サンプリ
ングとして，1）被教育体験期に体育授業を受けた経
験あるいは受ける機会に恵まれてなかったが明白であ
ること，2）PTTC の体育科教育法（前期），教育実習，
体育科教育法（後期）を全て受講あるいは参加済みで
あること，の２点を選定基準とした。調査対象者は，



表２　インタビュー・ガイド
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X 州 PTTC ２年次学生12名で，調査対象者について
は表１に示した通りである。なお，1）被教育体験期
に体育授業を受けた場合は○，受ける機会に恵まれな
かった場合は×で示している。

表１　調査対象者

2. 2. インタビューの調査内容
　分析データは，調査対象者への半構造化インタ
ビューによって収集された。PTTC １年次の体育科
教育法（前期），教育実習，体育科教育法（後期）を
受講あるいは参加後の2019年12月末に実施された。面
接の際は，表２の質問事項をクメール語で記したイン
タビュー・ガイドを参照しながら質問を実施した。
　インタビュー・ガイドは，３つに大別された転機（山
﨑，2002）と，それを参考に小学校教師の体育授業観
の形成について検討している木原・村上（2013）を基
に作成した。山﨑（2002，pp.18-19）は，教師の「力
量形成上の転機」に着目し，「転機」を1）出来事，2）

時期・時機，3）境遇・状況の３つに大別して論考し
ている。山﨑（2002，p.11）は，教師の成長を「養成
段階のみならずそれ以前と入職後までも含めた生涯に
わたる広がり」と捉え，大学入学までの被教育体験期，
教員養成段階も含めて教師の力量形成を事例的に検討
している。したがって，本研究の目的である，初等教
育段階における学生の体育授業観の形成という視点に
おいても枠組みとして援用するこが可能であると考
え，1）出来事，2）時期・時機，3）境遇・状況，の
３つを用いることとした。
　インタビュー調査は，筆者がクメール語でインタ
ビューを行い，１名あたり約30分であった。録音され
たインタビューは，逐語録化しテクスト・データとし
た。筆者のバイアスを避けるため，インタビュー結果
は，カンボジアにおける教育開発の通訳を14年間継続
的に実施しているクメール語 - 日本語の通訳者と調整
が行われた。
2. 3. インタビューの分析の手続き
　テクスト・データは，木下（2003）により提唱さ
れた修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ

（Modifi ed-Grounded Theory Approach：以下，M-G 
TA）を用いて分析した。木下（2003，p.158） によれば，

「そこに反映されている人間の認識，行為，感情，そ
して，それらに関係している要因や条件などをデータ
にそくしてていねいに検討していく」と M-GTA につ
いて述べている。本研究では，分析テーマを1）被教
育体験期における体育授業観の形成過程，2）初等教
員養成カリキュラムを通した体育授業観の形成過程，
の２つを設定した。また，分析焦点者を「初等教員養
成カリキュラムを通して１年間学んだ学生」とした。
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　分析作業は，NVivo12（QSR International 社）を
用いて以下の手順で実施した。
　第１に，テクスト・データをよく読み込み，分析テー
マと関連する部分に着目して文章として抽出し，具体
例として記入した。次に，具体例を包括的に表す文章
を定義とし，その定義を凝縮したことばを概念名とし
た。分析ワークシートは，概念ごとに作成した。具体
例を記入する際の疑問点やアイデア，新しい概念の解
釈や疑問に関する気づきは，理論的メモ欄に随時記入
した。分析ワークシートは紙幅の都合上省略している。
この段階で，複数の調査対象者から具体例が抽出でき
なかったものは，概念として不成立とした。
　第２に，分析ワークシートに記入された各概念の関
係性や類似性に着目して，複数の概念を包括するカテ
ゴリーを作成した。そのカテゴリーから分化が可能な
場合は，カテゴリーの下位に位置付くものとしてサブ
カテゴリー作成した。その後，概念，サブカテゴリー，
カテゴリーの関係を図にまとめた。分析の妥当性と信
頼性を高めるため，分析ワークシートの具体例，定義，
概念名，また概念をサブカテゴリー，カテゴリーとし
て位置付ける際，「分析結果が創出されるたびに，同
僚の意見を求める」（メリアム，2004，p.298）仲間同
士での検証を，スポーツ国際開発学を専門とする大学
教員４名で行った。
2. 4. 倫理的配慮
　本研究は，X 州 PTTC 校長ならびに体育科教育法
を担当している体育教員に本研究の目的と趣旨，研究
の方法，個人情報の保護について説明し，承諾を得て
実施された。調査対象者には，研究への参加は自由で
あること，本研究の目的以外には使用しないことを，
口頭ならびにクメール語の同意書で確認した。

3．結果

3. 1. 被教育体験期における体育授業観形成過程につ
いて

　表３は，分析テーマ1）被教育体験期における体育
授業観の形成過程に関する概念，サブカテゴリー，カ
テゴリーと，どの学生から生成された概念かをまとめ
た一覧である。分析テーマ1）では，９つの概念，３
つのサブカテゴリー，２つのカテゴリーで構成された。
テーマ1）に関する各概念と代表的な具体例は紙幅の
都合上省略している。以下，概念を＜　＞，サブカテ
ゴリーを［　］， カテゴリーを【　】で示す。
　被教育体験期における体育授業に関するカテゴリー
を【学校体育】とした。サブカテゴリーは，［初等教
育段階の体育授業］，［前期・後期中等教育段階の体育
授業］の２つであった。［初等教育段階の体育授業］は，
小学校でどのような体育授業だったのかを示し，＜小
学校体育の問題＞，＜用具不足に配慮された小学校体
育＞，＜小学校における情意面に着目した体操＞の３
つの概念が含まれる。［前期・後期中等教育段階の体
育授業］は，中学校と高等学校でどのような体育授
業だったのかを示し，＜中等教育段階以降の学び＞，
＜陸上競技や球技中心の中学校体育＞，＜体操，陸上
競技，球技中心の高校体育＞の３つの概念が含まれる。
そして，被教育体験期に起きた出来事として＜体育授
業中の怪我＞という１つの概念である。
　被教育体験期の学校教育における体育授業以外に関
するスポーツ活動のカテゴリーを【学校スポーツ】と
した。サブカテゴリーは，［前期・後期中等教育段階
の学校スポーツ］の１つにまとめられ，＜中学校の学
校スポーツ＞と，＜高校の学校スポーツ＞の２つの概
念が含まれる。
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3. 2.  初等教員養成カリキュラムを通した体育授業観
の形成過程について

　表４は，分析テーマ2）初等教員養成カリキュラム
を通した体育授業観の形成過程に関する概念，サブカ
テゴリー，カテゴリーと，どの学生から生成された概
念かをまとめた一覧である。分析テーマ2）では，30
の概念，９つのサブカテゴリー，４つのカテゴリー
で構成された。分析テーマ2）に関する概念と代表的

な具体例は紙幅の都合上省略している。分析テーマ1）
と同様に，概念を＜　＞，サブカテゴリーを［　］，
カテゴリーを【　】で示す。
　初等教員養成カリキュラムに示された，体育科教
育法（前期）に関することを【体育科教育法（前期）】
とした。サブカテゴリーは，［体育科教育法（前期）
の内容］,［体育科教育法（前期）の目標］の２つであっ
た。［体育科教育法（前期）の内容］は，PTTC の学
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生が学習したことを示し，＜体操と球技を中心とした
学び＞，＜ウォーミングアップ・クーリングダウンと
スポーツの学び＞，＜バスケットボールにおける情意
面と協調性＞，＜２年生と協働の活動＞の４つが含ま
れる。［体育科教育法（前期）の目標］は， PTTC の
学生が講義を通して身にけたことを示し，＜技能の獲
得と認識＞，＜経験の獲得＞の２つの概念が含まれる。
　初等教員養成カリキュラムに示された１年次の教育
実習に関することを【教育実習】とした。サブカテゴ
リーは，［体育授業の内容］，［他者との関わり］，［教
育実習プログラム］，［児童の様相への気付き］，［教師
の役割の認識］の５つであった。［体育授業の内容］は，
PTTC の学生が教育実習中に行った体育授業の内容
で，＜運動会種目を中心とした体育授業＞，＜球技を
中心とした体育授業＞，＜反復指導ではない情意面に
着目した体育授業＞，＜雨天時に行う体育授業＞の４
つの概念が含まれる。［他者との関わり］は，PTTC
の学生が教育実習で体育授業を実施する際に参考にし
たことやアドバイスを受けたことで，＜体育教員の助
言と指導書＞，＜上級生の助言，指導書，実体験＞，
＜小学校教師による助言＞の３つの概念が含まれる。

［教育実習プログラム］として，PTTC １年次では第
１段階が３週間，第２段階が３週間の計６週間設けら
れており，＜教育実習第１段階の実践＞と＜教育実習
第２段階の実践＞の２つの概念が含まれる。PTTC の
学生が体育授業を実施し把握した［児童の様相への気
付き］として，＜ポジティブな児童イメージとネガティ
ブな児童イメージの共存＞，＜ネガティブイメージの
児童に対する対応＞，＜児童の様相から得られる体育
授業の認識＞，＜児童の積極的な参加と情意目標の達
成＞，＜用具や種目に興味を示す児童＞の５つの概念
が含まれる。PTTC の学生が教育実習の体育授業を
経験して獲得した［教師の役割の認識］として，＜教
育実習生主導の体育授業＞，＜自信の構築＞，＜体育
授業の準備段階＞の３つの概念が含まれる。
　初等教員養成カリキュラムに示された，体育科教
育法（後期）に関することを【体育科教育法（後期）】
とした。サブカテゴリーは，［体育科教育法（後期）
の内容］,［体育科教育法（後期）の目標］の２つで
あった。［体育科教育法（後期）の内容］は，PTTC
の学生が体育科教育法（後期）で学習したことを示
し，＜バスケットボールのドリル練習，試合，復習＞，
＜ウォーミングアップ・クーリングダウンや体操と球
技の復習＞，＜器械運動の講義＞，＜講義中の安全面
と協調性＞，＜体育教員の印象＞の５つが含まれる。

［体育科教育法（後期）の目標］は，PTTC の学生が
講義を通して身にけたことで，＜球技と器械運動の技

術の向上＞１つの概念が含まれる。
　初等教員養成カリキュラムには示されていないス
ポーツ活動や交流に関することを【スポーツ活動】と
した。＜初等教員養成校における夕方のスポーツ交
流＞の１つの概念が含まれる。
3. 3. 概念・サブカテゴリー・カテゴリー間の関係
　表３と表４の概念，サブカテゴリー，カテゴリー間
の関係は結果図として図１に示した。そして，出来事
による影響，時機・時機による影響，境遇・状況によ
る影響をそれぞれ矢印で示した。

4．考察

4. 1. 出来事
　本研究では，体育授業観の形成過程をテーマとして
おり，インタビュー・ガイドもその内容で構成され
ている。表３から12名中５名が＜中学校の学校スポー
ツ＞あるいは＜高校の学校スポーツ＞に関する出来事
について述べている。ST4は，印象に残っている出来
事を以下のように述べている。
　「一番楽しい出来事は，中学校時代から高校，中学
校から高校で，年間を通した代表となる２チームの
サッカーの試合です。中学校１年生，２年生，３年生，
中学校１年生から高校３年生まで，中学校と高校別々
に表彰があります。その代表チームは X 州都である
代表戦に進むことができるので，皆で協力したり，も
め事もないように，自分の応援するチームをサポート
したり，応援するのが楽しみでした。」（ST4）
　被教育体験期における印象に残る出来事として上
記の通り回答している。すなわち，PTTC の学生は，
被教育体験期において，【学校体育】のみならず，【学
校スポーツ】の影響を受けながら体育授業観を形成し
てきたのではないかと考えられる。藤谷・前林（2005，
p.90）はカンボジアにおける中等教育段階のスポーツ
教育の調査を踏まえ，「カンボジアではクラブ活動と
授業の区別が明確に行われていないことが窺える」と
述べている。つまり，PTTC の学生も同様に，【学校
スポーツ】の出来事が強く影響し，体育授業観が形成
されている可能性があると考えられる。加えて，初等
教員養成段階においても，＜初等教員養成校における
夕方のスポーツ交流＞の出来事が，［体育科教育法（前
期）の内容］と［体育科教育法（後期）の内容］に影
響を与えている。PTTC においても同様に，【スポー
ツ活動】による影響を受けながら体育授業観を形成し
ている学生も一部存在するということであろう。
　また，【体育科教育法（前期）】における＜バスケッ
トボールにおける情意面と協調性＞や＜２年生と協
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働の活動＞の出来事が，【教育実習】の［体育授業の
内容］に影響していることが明らかになった。そして，
学生12名は【教育実習】におて，体育授業を行ったこ
とにより，［児童への様相への気づき］あるいは［教
師の役割の認識］のいずれかについて述べている。つ
まり，教師としてどうあるべきかという教師観や児童
の実態としての子ども観も同時に形成していったと考
えられる。三島（2008）は，教育実習生の授業・教師・
子どもイメージを検討し，授業・教師・子どもの３者
のイメージが密に関係していることを明らかにしてい
る。本研究でも，とりわけ教育実習における PTTC
学生の体育授業観は，体育授業中の児童の様子や，体
育授業を通した教師の役割との関わりを持ちながら形

成されていたのではないかと推察される。
　そして，［体育科教育法（前期）の内容］の出来事
が，［体育科教育法（後期）の内容］に影響している
点について，ST9は，＜バスケットボールのドリル練
習，試合，復習＞で以下のように述べている。
　「後期では，先生の講義は，もう一度復習するよう
な感じで指導して下さいました。体育科教育法の時に
先生はバスケットボールのコートの所にいらっしゃっ
ていて。それで体育科教育法があるのですが，よく出
来る学生に先生が声をかけるので，その学生はみんな
の前に出て来て，その学生が手本をみせるような感じ
の授業でした。」（ST9）
　カンボジアの初等教員養成カリキュラムは，体育科
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教育法（前期），教育実習，体育科教育法（後期）の
順序で構成されており，教科の指導法の間に教育実習
が位置付く構造となっている。しかしながら，対象者
のインタビューで【教育実習】を踏まえた【体育科教
育法（後期）】の出来事に関する回答はみられなかった。
したがって，［体育科教育法（後期）の内容］は，【教
育実習】の出来事よりも［体育科教育法（前期）の内
容］の出来事の方が，体育授業観の形成に影響を及ぼ
していると考えられよう。
4. 2. 時期・時機
　時期・時機について，【教育実習】で印象に残って
いたことに関する時期・時機を，12名全員が明確に回
答していた。ST7は，教育実習で印象に残っている出
来事の時期・時機について以下のように述べている。
　「私は１年生なので，教育実習は３週間あります。
３週間が２回です。それから，１週目は授業観察です。
なので，２週目になります。２週目の１年生を担当し
たときになります。」（ST7）
　調査対象となった PTTC １年次の［教育実習プロ
グラム］は，１週目が観察，２週目以降が実践となっ
ている。残り３週間は担当する学年が代わり４週目が
観察，５週目以降が実践となっている。とりわけ，12
名全員が授業を担当する「実践」の週を時期・時機と
して回答しており，【教育実習】でも体育授業観の形
成には実践の時期・時機が影響していることがわかる。
　ところで，佐藤・西村（1978）は，日本の教育実習
生は，授業の観察を通して授業観が変容することを
明らかにしている。しかし，カンボジアの PTTC の
学生の場合，体育授業観の形成において観察の影響が
みられなかった。したがって，PTTC の学生の場合，
体育授業観の形成において，教育実習における授業の
観察の在り方は今後の課題として挙げられるであろ
う。
4. 3. 境遇・状況
　まず，分析テーマ1）に着目する。＜小学校体育の
問題＞や＜用具不足に配慮された小学校体育＞の境
遇・状況について，ST12は以下のように回答している。
　「小学校では先生（男性）が，私に徒競走を主に教
えて下さいました。なんでかというと，特に，小学校
には用具が不足していました。そうした状況では，色々
な遊びとかもしますが。そういう状況では，そうした
色々な遊びとか体操とか，徒競走だけでした。それが
小学校の体育の授業でした。」（ST12）
　このような境遇・状況は，＜中等教育段階以降の学
び＞に影響を与えていたと考えられる。また，ST12
の回答にみられるように，初等教育段階では体操な
どが繰り返し行われていたことがわかる。大橋・小原

（2008）も，小学校では体操中心の体育授業であるこ
とを報告している。しかし，＜小学校体育の問題＞や
＜用具不足に配慮された小学校体育＞の境遇・状況を
踏まえ，【教育実習】では＜反復指導ではない情意面
に着目した体育授業＞としての影響がみられる。つま
り，被教育体験期における体育授業の境遇・状況が，
教育実習における体育授業の内容に影響していたとも
考えられる。
　次に，分析テーマ2）に着目する。＜２年生と協働
の活動＞で構築された境遇・状況から，［他者との関
わり］として PTTC の上級生から［体育授業の内容］
の助言を受けている。ST6は，以下のように回答して
いる。
　「一緒に寝泊まりしている先輩です。どうしてかと
いうと，教育実習から帰ってくるのが夕方なので，先
生に質問したくても難しいので。」（ST6）
　それと同時に，［体育科教育法（前期）の内容］を
指導しているのは，PTTC 体育教員であるため，＜体
育教員の助言と指導書＞として，PTTC 体育教員か
らの助言を受けている学生も存在した。この［他者と
の関わり］について，深見・木原（2004）は主に「指
導教員や他の教員，他の実習生のことを指す」として
いる。さらに，授業観は［他者との関わり］として指
導教員が指摘することで変容することが明らかになっ
ている（深見・木原 , 2001）。PTTC の学生の場合，
表４から，12名中９名が上級生との関わりについて回
答しており，体育の指導教員に加え，上級生との関わ
りが体育授業観の形成に影響していると推察される。

5．まとめ

　本研究は，カンボジアの学生が初等教員養成校入学
以前から教員養成段階においてどのように体育授業観
を形成しているのかその過程について明らかにするこ
とを目的とした。本研究の成果として，以下の５点に
集約できる。
1） PTTC の学生は，被教育体験期において，【学校

体育】のみならず，【学校スポーツ】の影響を受
けながら体育授業観を形成してきたことが明らか
になった。また，PTTCにおいても同様に，【スポー
ツ活動】による影響を受けながら体育授業観を形
成している学生も一部存在した。

2） PTTC の学生は，教育実習において，体育授業
中の児童の様子や，体育授業を通した教師の役割
との関わりを持ちながら，体育授業観を形成して
いた。

3） PTTC の学生は，体育授業観の形成において，
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教育実習の実践の時期・時機が影響していた。
4） ＜小学校体育の問題＞や＜用具不足に配慮された

小学校体育＞の境遇・状況を踏まえ，【教育実習】
では＜反復指導ではない情意面に着目した体育授
業＞としての影響がみられた。

5） 上級生との関わりが，PTTC の学生の体育授業
観の形成に影響していると示唆された。

　本研究の成果を踏まえ，今後の課題として，３点に
ついて述べておきたい。
1） PTTC の学生の場合，体育授業観の形成過程に

おいて，教育実習における授業の観察の在り方が
今後の検討課題である。

2） PTTC ２年次あるいは PTTC 卒業後の小学校教
師として，どのように力量形成がなされるのかと
いう長期的な職能開発として，今後の体育授業観
について検討されなければならない。

3） 学校や地域社会との関わり，あるいは PTTC の
教員や上級生，教育実習先の小学校教師，保護者
といった PTTC の学生の周辺側からの調査も必
要であると考えられる。

　本研究は，カンボジアの初等教員養成段階に限定さ
れたものである。カンボジアが抱える教員養成の課題
解決に向けた，一示唆に繋がれば幸いである。

【注】

1） 小学校に関しては，カンボジア王国小学校保健体
育科指導要領として作成されている（Hearts of 
Gold，online）。

2） SDGs 目標4．1は，「2030年までに，すべての子
どもが男女の区別関係なく，適切かつ効果的な学
習成果をもたらす，無償かつ公正で質の高い初等
教育及び中等教育を修了できるようにする。」（U 
N，2015，p.17）と掲げられている。

3） SDGs 目標4．c は，「2030年までに，開発途上国，
特に後発開発途上国及び小島嶼開発途上国におけ
る教員養成のための国際協力などを通じて，視
覚を持つ教員の数を大幅に増加させる。」（U N，
2015，p.17）と掲げられている。

4） 嘉数（2013，p.3）の体育授業観による先行研究
を踏まえ「（1）どのような授業を目指しているか，

（2）どのような授業をよい授業と考えているか，
（3）どのような授業の実現に価値を見出している
のか」として論考している。

5） Tillema（1998，p.220）は，信念の形成と信念の
変容を区別すべきであるとし，「信念の形成は個
人の歴史的発展の過程で階層的に整理されてい

く」と捉えている。本研究においては，学生の被
教育体験期から初等教員養成校までの期間と体育
授業観について検討する場合，形成を用いること
とする。

6） Tillema（1998，p.220）は，「信念の変容は，知
識の構築に付随している」と述べている。本研究
では，教員養成カリキュラムにある教科の指導法
や教育実習と体育授業観を検討する場合，変容を
用いることとする。
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